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豈

曰要

背景と目的:死後経過時間は死因と共に異状死体の検屍･検案の際に確認すべ

き重要な項目の一つである｡死後経過時間を推定するには直腸温を用いたいく

つかの推定式が一般に用いられている。一方、直腸温以外の早期死体現象(死

後変化）である死後硬直､死斑及び角膜混濁は死後経過時間推定の補助手段と

して用いられている。本研究では直腸温と直腸温以外の早期死体現象(死後変

化）を組み入れた簡便な死後経過時間推定法の考案を試みた。

方法：熊本県警察医会会員の協力を得て、1999年から2003年までの５年間に

おける異状死体の検屍･検案事例の内で、目撃者証言などによって実際の死亡

H該ｌが確認できた212例（男性152、女性60例）を用いた。検屍・検案の現

場において、直腸温i則定と同時に死体の死後硬直､死斑及び角膜混濁の程度を

１から５までのスコアで評価した｡得られた212例の直腸温を､我が国におい

て比較的良く利用されている直腸温を用いた５つの死後経過時間推定式ある

いはノモグラムを用いて推定死後経過時間を算出した。また､直腸温と共に死

後硬直､死斑及び角膜混濁のそれぞれのスコアを加えた４因子を用いた重回帰

分析を行い、死後経過時間の推定式を求めた。

結果:直腸温を用いた５つの代表的な推定法を用いた場合における死後経過時

間の推定値と実際値との相関係数は0.78～0.82であった。死後硬直、死斑及

び角膜混濁の各スコアは死後経過時間に伴って大きくなる傾向を認めたが､ス

コアには大きなばらつきを認めた。直腸温と死後硬直､死斑及び角膜混濁の各

スコアを用いた重回帰分析によって得られた死後経過時間推定式は､推定死後

経過時間＝直腸温度×（-0.62）＋死後硬直スコア×1.6＋死斑スコア×1.4

＋角膜混濁スコア×1.1＋18.2であり、推定値と実測値の動目関係数は０．８９

であった。また、全事例の４６%は推測値と実測値の誤差が１時間以内、７２%が

２時間以内、９４%が５時間以内であった。
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考察：直腸温に加えて、スコア化した直腸福以外の早期死体現象（死後変化）

を用いた重回帰分析による死後経過時間推定法は､直腸温のみを用いた方法と

比べて相関性がやや上昇した。本i去は簡便であり、検屍･検案の現場において

異状死体の死後経過時間を推定するに有用なものである。
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第１章

研究の背景と目的

我が国において、異状死体の検屍・検案は東京２３区や大阪市などのごく一

部の大都市を除いて､警察医と呼ばれる一般臨床医が担当し､死体の外表検査

と警察の捜査儲Rなどを基にして､死者の死因や死後経過時間などの推定が行

われている。一方､異状死体のうち殺人事件などの犯罪死体3や犯罪の疑いが強

い事例は刑事訴訟法に基づく司法#i籍Ⅱや死体}i籍Ｉ保存法に基づく行政（承諾）

解吝Ｉの何れかによって､法医学の専門家による詳しい角轄Ｉ検査が実施されるこ

ととなる。

異状死体の法医学的検査の中で､死後経過時間の推定は最も重要なものの一

つであるが、法医解剖によって必ずしも正確に推定できるものとは限らない。

検屍･検案の現場から法医解剖室への死体の移動による環境温度や体位の変化

などの影響によって、かえって死後経過時間の推定を困難にする場合もある。

従って、異状死体が発見された後、警察医によって比較的速やかに現場で実施

される検屍・検案における死後経過時間の推定が極めて重要となる。

早期死体現象である死体の冷却、死後硬直､死斑及び角膜混濁は法医学的に

は死の確徴として、ヒトの死を医学的に確定するために重要なものであると共

に、それらの程度は死後経過時間に伴って変化するので､異状死体の検屍･検

案における死後経過時間推定のために極めて有用な情報となる。特に､死体の

冷却現象を利用した直腸温測定による死後経過時間推定は温度計１本があれ

ば簡便に行えることから最も良く利用されているｑ〈nighL1988)。

死体の直腸温は外気温とほぼ等しくなるまで死亡の直後から低下し続ける

が、一般的に死後１～２時間はほとんど低下しなく、続いて死後10～２０時間

くらいまでは比較的急速に直線的に下降し､外気温に近づくと降下速度が緩や

かとなる逆Ｓ字カーブを描いて下降することが知られている（図１，Manshall

andHoale,1962)。
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図１死体における直腸温の降下曲線

（Malshalletal,瓜ＦＭWLS庇SbIi7:56,1962．より引用）

従って、死後10～２０時間くらいまで比較的直線的に下降する特徴を利用し

て、直腸温を用いた死後経過時間推定式がこれまでに数多く報告され､我が国

では以下に示した５つの方法が良く知られ､実際の異状死体の検屍･検案にお

いて利用されている。

１）簡便法（Simplemethod）（AkaishL1967）

ＲＴ＞＝27.0：ＰI＝37.0-m

RT＜270：ＰI＝100＋（270-RT）／０５

＝６４０－２×ＲＴ

ＲＴ(Iectaltempemtuue)：直腸温

ＰＩ(postmortemintewal)：死後経過時間
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数多くの法医学教科書に紹介されている方法であり、直腸温度が概ね死後

１０時間までは1℃／h下降し､10～20時間までは０５℃／h下降すると考えて推

定する方法である。ただし、外気温を考慮して、季節が春（3～５月）と秋（９

～11月）ならばそのまま、夏（6～８月）ならば１４を乗じ、冬（12～２月）な

らば0.7を乗じて補正する。

２）赤石によるFiddes変法（Fiddes-Akaishimethod）（Akaishi,1967）

ＰI＝（370-RT）÷O83

PI(postmortemmterval)：死後経過時間

ＲＴ(Iectaltempemtule)：直腸温

1958年にFiddesらが発表した論文中でAppmximateNUmberofHOulssince

Dealhとして用いた計算式（FiddesmdPatten,1958）を赤石が引用したもので、

簡便法と同様に春秋ならばそのまま､夏ならば1.4､冬ならば0.7を乗じて補正

する。

３）玉木らの方法（Tnmakietal,1988）

ＰI＝－０９２６×ＲＴ＋0.337×Ｅｒ＋328

ＰI(postmoItemmterval)：死後経過時間

ＲＴ(I1ectaltempemtlule)：直腸温

ＥＴ(envilomentaltempelatule)：環境温

法医角轄Ｉ例７７例をもとにして、直腸温と環境温を変数として用いる重回帰

分析によって死後経過時間を求める式を考案した。

４）Henssgeのノモグラム法qlenssge,1988）

Henssgeによって考案された方法であり、死体の直腸温、体重、環境温の３

つのデータと共に着衣の種類やその湿潤状況などによる補正係数用いるノモ

グラム（図２）で死後経過時間を推定する。
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図２Henssgeのノモグラフ

cIenssgeC,FD'W8sicSbii肋Z38:209-36,1988より引用）

ノモグラフによる死後経過時間の求め方

①左右にあるスケールにより直腸温と環境温の２点を盾､線で結鼠

②予め引いてある直線との交点を求める。

③さらに左隅の円の中心よりこの交点に向かって直線を引く。

④最後にこの直線と体重毎に描力伽ている同心円との交点上の数値を推定

死後経過時間として読みとる。
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５）斉藤・平瀬の方法（SaitoandHilase,1953）

法医角轄Ⅱ例2,778例について外気温と死後経過時間別に集計した５時間毎の

体温降下度表（表１）を用いて死後経過時間を推定する。たとえば、外気温

13℃で直腸温が２５℃とすれば、外気温と直腸温との差が12℃であるので、外

気温120～140℃の欄の降下温度が合計12℃になるための死後経過時間を計算

する。

死後経過時間５時間までの降下温は

同１０時間までの降下温度は

さらに同１１時間までの降下温度

合計

130×５時間＝650℃

092×５時間＝460℃

066×1時間＝066℃

11時間1176℃

表１斉藤･平瀬の体温降下表

OＵＩ４Ｕ

42

466

347

381

325

380

315

291

222

0.60

0.48

0.46

0.40

0.39

0.31

0.28

0.ｌｂ

℃
１
４
７
０
３
６

５
８
１
１
１
２
２
２

（
一
一
一
一
一
一
一
一

３
６
９
２
５
８
１
４
７

１
１
１
２
２
２

0.95

0.82

0.78

0.60

0.63

0.55

0.48

0.４０

０．３３

0.85

0.77

0.72

0.02

0.57

0.52

0.４０

０．３７

０．３１

0.79

0.74

0.69

0.58

0.53

0.48

0.42

0.３３

０．２６

２．００

１．８１

１．７８

１．３０

１．１７

１．０６

０．６７

０,５７

０．５１

0.01

0.58

0.52

0.45

0.30

0.34

0.２７

０．２０

1.10

1.05

0.02

0.86

0.63

0.52

0.４７

０．３５

例数’２３４１４４４１５７２１８０５１５２７１１１６１８０１２７７８

(SaitoandHilase,JblMLegUEM化UZ7:255-256,1953.より引用）
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一方､死体の冷却以外の早期死体現象である死後硬直､死斑及び角膜混濁も

死後経過時間に伴って変化するために死後経過時間推定に有用である。

１）死後硬直

死後硬直は死後における筋肉の収縮である｡死後経過時間と共に筋肉は硬く

なり、次第に全身の関節を動かすのに抵抗が感じられるようになり、ついには

ある姿勢で固定される。硬直した筋肉は一定時間後には緩解する。

２）死斑

死斑は血液循環停止後に血管内の血液が重力に従って身体下面の毛細血管

に沈下､集合して外表に変色が認められるようになる現象であるが､死体の圧

迫されている部分には死斑は現れない｡死斑は死後２～３時間で明らかに観察

できるようになるが、死後の一定期間では指圧などにより移動・消退する。さ

らに時間が経過すると指圧によっても消退しなくなる。

３）角膜の混濁

角膜は死後の乾燥やタンパク質の変性などにより半日～１日くらいで霞が

かかったように全般的に混濁して､死後１日半から２日くらいで強く混濁して

瞳孔を透見することができなくなる。

以上、これらの早期死体現象（死後変化）は死体の冷却と同様に死体や死体

の置かれた環境によってその出現あるいは消退の時間には大きな違いが生じ

る。例えば､数多く出版されている法医学の教科書では、死後硬直のピークは

死後２時間後から20時間までの幅があり、また死斑の発生時刻も死後15分後

から３時間までのばらつきがあるｑ〈night,1996､Henssgeetal,1995)。加えて、

これらの死後変化の程度に関する所見は検査者によって判断基準が定まらず

主観的になりやすい問題もある。従って、死後硬直、死斑あるいは角膜混濁の

みで死後経過時間を推定することは一般的に行われず､直腸温による推定の際

の補助手段としてもっぱら利用されているのが現状である。

検屍･検案において死因の推定と共に死亡時刻の推定は法医学的に最も重要

な検査の一つであり、より正確に推定することが警察医に要求されている。一

方､法医学を専門としない一般臨床医である警察医に簡便かつ正確な死後経過

時間推定法を提供することも極めて重要である。
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本研究では､異状死体の検屍･検案の現場において警察医が利用できる簡便

でより信頼できる死後経過時間推定法の確立を目指して､我が国でよく用いら

れている直腸温度を用いた５つの死後経過時間推定法で死後経過時間の推定

を行うと共に、直腸温に加えて、死後硬直、死斑及び角膜混濁を用いた重回帰

分析による死後経過時間推定式を考案してその有用性について検討した。
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第２章

材料と方法

１）研究対象検屍事例

熊本県警察医会会員の協力を得て、1999年から2003年までの５年間におけ

る異状死体の検屍･検案事例のうちで､遺族などの目撃証言によって実際の死

亡時刻が確認できた212例（男性152例、女性60例）を用いた。年齢は18～

98歳(平均59±17.8歳)、全ての症例は死後24時間以内であり、焼死､溺死、

感染症などの体温に異常を招来する死因の事例は含まれていない。

２）直腸温則定

検屍･検案の現場において､まずガラス製棒状アルコール温度計(外径065cm、

長さ３０cm、アズワン社、大阪）を死体の近くに５分間以上静置して環境温度

を測定した。次に、同じ温度計を死体の肛門から直腸内に約15ｃｍ挿入して５

分間静置して直腸温を測定した。なお、温度計の読みとり精度は０１℃、損ﾘ定

範囲は0℃から100℃までである。

３）その他の早期死体現象（死後変化）の観察とスコアリング

直腸福測定と同時に死体の死後硬直、死斑及び角膜混濁の程度を観察した。

まず、顎、項、肩、肘、腕、手指、股､膝、足趾の死後硬直度の程度を観察

して、表２に示した１から５までのスコアで評価した。すなわち、硬直が出現

していない場合は１、部分的に出現している場合が２、全関節で出現している

場合は３，部分的に緩解している場合は４、完全に綴県している場合は５とし

た（図３全関節での強い硬直、スコア３)。次に、死斑を同様に観察して、

死斑が出現していない場合は１、死斑が出現して指圧によって容易に消退する

場合は２，指圧によって僅かに消退する場合は３及び全く消退しない場合を４

とした（図４指圧による死斑の容易な消退、スコア２)。同様に、角膜の混
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燭については、全く混濁が見られない場合は１，僅かに混濁の場合は２，中程

度混濁を３，高度な混濁を４とした（図５角膜混濁、スコア２～４)。

なお､本研究を開始する前に､スコアリングの個人差を最'1,限にする目的で、

研究に協力した熊本県警察医会の会員５名に対して、これらのスコアリングに

ついての講習を行い、周知徹底を図った゜

表２死後硬直、死斑及び角膜混濁のスコアリング

角膜混濁死後硬直 死斑スコア

麟

密顎密
嚇出

中
；

出現前

部分的に出現

全関節で出現

部分的に寛ｌｉギ

完全に寛解

出現前

指圧で容易に消退

指圧で僅かに消退

指圧で消退しない

１
２
３
４
５
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４）直腸温を用いた死後経過時間推定

得られた212例の直腸温度を､我が国で良く利用されている以下の５つの死

後経過時間推定式あるいはノモグラムを用いて推定死後経過時間を算出した。

（１）簡便法

IIT＞＝27.0：ＰI＝37.0-ＲＴ

ＲＴ＜270：ＰI＝100＋（Z70-RT）／０５

＝６４０－２×ＲＴ

ＲＴ(にctaltempemtulB)：直腸温

ＰＩ(postmorteminterval)：死後経過時間

季節が春（３～５月）と秋（９～11月）ならばそのまま、夏（６～８月）な

らば14を乗じ、冬（12～２月）ならば07を乗じて補正した。

（２）赤石によるFiddes変法

ＰＩ＝（370-RT）÷O83

PI(posmortemmtervaI)：死後経過時間

ＲＴ(Iectaltempelatlne)：直腸温

簡便法と同様に春秋ならばそのまま､夏ならば14,冬ならば０７を乗じて補

正した。

（３）玉木法

Ⅲ＝－０９２６×ＲＴ＋0.337×ＥＴ＋３２８

ＰI(postmoIteminteIval)：死後経過時間

ＲＩ(,ectaltempeIatu1c)：直腸温

ＥＴ(envilomentaltempelatule)：環境温

（４）Henssgeのノモグラム法

Henssgeのノモグラム（図２）によって直腸温度、環境温度、体重の３つの

値を用いて推定死後経過時間を得た。ただし、実際の検屍･検案現場では体重

計を用いて体重を測定することは不可能であったので､体重としては目測によ

って5kg毎の推定体重を用いた。なお、実際のHenssgeのノモグラム法では体

重以外の要因として着衣の種類やその湿潤状況などの数多くの要因による補

正係数が用いられているが､本研究では推定方法をより簡便にするためにそれ

らの補正係数は用いなかった。

-１９－



具体的な死後経過時間の求め方は以下の通りである（図２参照)。

①左右にあるスケールにより直腸温と環境温の２点を直線で結ぶ。

②予め引いてある直線との交点を求める。

③さらに左隅の円の中心よりこの交点に向かって直線を引く。

④最後にこの直線と体重毎に描かれている同心円との交点上の数値を推定

死後経過時間として読みとる。

（５）斉藤・平瀬法

斉藤・平瀬らが作成した環境温度ごとの直腸温低下表（表１）を用いて、

直腸温と環境温の差が０になる時間を計算して推定死後経過時間を得た。

５）直腸温とその他の早期死体現象（死後変化）を用いた重回帰分析による死

後経過時間推定

直腸温と共に死後硬直､死斑及び角膜混濁のそれぞれのスコアを加えた４因

子を用いた重回帰分析を行い、死後経過時間の推定式を求めた。

各方法で得られた推定死後経過時間と実際の死後経過時間との単継目関分

析を行い、それぞれの方法による相関係数と標準誤差を求めた統計ソフトウ

エアはSPSSvemlOO(SPSShCI,USA)を用いた。
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第３章

結果

１）研究対象検屍事例

212例の年齢、直腸温度、環境温度及び目測による推定体重のまとめを表３

に示した。年齢は18～98歳、直腸温は190～368℃、環境温度は４０～31℃で

あり、推定体重は25～90kgであった。

表３２１２事|列の概略

最小 最大 平均±ＳＤ

℃
℃
陀

嚇
躯

》
蠅

創
椎

５９±17.8

32.6±3.87

18.9±6．１０

５７±1２

98

36.8

31.0

９０

18

19.0

4.0

２５

２）死後経過時間に伴う直腸温の変化

各事例の直腸温と実際の死後経過時間との関係を散布図として図６に示し

た。直腸温は死後24時間までに20℃前後まで幅広く分布しながら低下してい

た。

３）死後経過時間に伴う死後硬直、死斑及び角膜混濁の変化

図７，図８及び図９にそれぞれ死後硬直､死斑及び角膜混濁のスコアの変化

を散布図として示した｡いずれの死後変化も死後経過時間に伴いスコアは大き

くなる傾向にあったが、大きなばらつきが認められた。

死後硬直ではスコア１は死後６時間まで、スコア２は1～１２時間、スコア３

は2～24時間の幅に認められ､スコアが大きいほど幅広い死後経過時間帯に分

布していた｡なお､死後経過24時間までにスコア４を示した事例はなかった。

死斑も死後硬直と同様の傾向を示し､スコア１は死後約４時間までに認めら
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れ、スコア２は１５分～１２時間、スコア３は2～21時間、スコア４は2～24時

間の幅広い時間帯に分布していた。

角膜混i蜀ではスコア１は１５分～１８時間、スコア２は1～24時間、スコア３

を示した事例は死後経過時間１０～２４時間の６例のみであり、それぞ>れ死後経

過時間の広い範囲に分布していた。
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図６死後経過時間に伴う直腸温の分布
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４）直腸温を用いた死後経過時間推定

直腸温を用いた５つの死後経過時間推定法によって求めた推定死後経過時

間と実際の死後経過時間との相関係数及び推定値と実際値の差を表４に示し

た。５つの方法による推定値と実測値の相関係数は簡便法078、赤石による

Fiddes変法081、玉木法078、Henssge法082、斉藤・平瀬法081であった。

表４直腸温を用いた推定法による実際値と推定値問の相関係数と実際値と

推定値の誤差

実際値と推定値の誤差

相関係数最小最大 平均±ＳＤ方法

簡便法

赤石のFiddes変法

玉木法

Henssge法

斉藤・平瀬法

５
３
３
１
３

２
２
２
２
２

士
十
一
十
一
十
一
十
一

２
１
４
５
１

２
２
４
２
２

13.5

11.9

9.1

12.0

12.0

０．７８

０．８１

０．７８

０．８２

０．８１

１

●

０
０
０
０
０

５）直腸温とその他の早期死体現象（死後変化）を用いた重回帰分析による死

後経過時間推定

表５に直腸温度と死後硬直､死斑及び角膜混濁のスコアを用いた重回帰分析

によって得られた死後経過時間推定式を示した。

推定死後経過時間は以下のように算出した。

推定死後経過時間＝直腸温度×（-0.62）

＋死後硬直スコア×１６

＋死斑スコア×１４

＋角膜混濁スコア×１１＋１８２
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この推定式によって得られた推定死後経過時間と実際の死後経過時間と

の相関図を図１０に示した。推定値と実測値の重相関係数は089であった。

また、全事例の46％は推測値と実測値の誤差が１時間以内、７２％が２時間以

内、９４％が５時間以内の誤差であった。

表５直腸温度と死後硬直､死斑及び角膜混濁のスコアを用いた重回帰分析に

による死後経過時間推定式

Ｙ＝ｚＸｎＡｎ＋Ｃ

Ｙ：推定死後経過時間

Ｘｎ：死後変化のスコア値

Ａｎ：係数

Ｃ：定数＝182

Ｘｎ Ａｎ

直腸温

硬直スコア

死斑スコア

角膜混濁スコア

℃ -0.62

１６

１４

１１

1,2,3,4,5

1,2,3,4

1,2,3,4
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第４章

考察

１）法医学における死後経過時間推定の意義と重要性

死亡時刻は出生時刻と同等にヒトの一生を締めくくる重要な時刻である。ま

た､遺産相続や保険金､年金あるいは退職金などの算定などにも大きな影響を

及ぼすので法律的に重要なものである。例えば､加入１年後にしか支払われな

い生命保険の場合､死亡H該Ｉの僅かな違いが大きく影響する場合もある。さら

に､殺人事件や事故などの被害者の死亡H譲りは事件関係者の裏付け捜査などと

密接に関連して、事件解決のために極めて重要なものである。

一般的な病死・自然死では医療関係者により死が看取られ、医師によって死

亡H該ｌはほぼ正確に判定されている。しかし、異状死体では死亡の目撃情報が

少なく、死亡時刻が不明な事例が多い。従って、死亡時刻の推定､すなわち死

後経過時間の推定は法医学の大きな研究テーマの一つとして数多くの研究が

行われているqlenssgeetaL,2002)。

２）死後経過時間推定法研究の歴史

死後経過時間推定に関する研究は死後に体内の血液循環が不可逆的に停止

したことによって起こるあらゆる変化(死後変化）のうち、比較的早期に出現

する現象（早期死体現象）を利用したものであり、大きく以下の３つに分類す

ることができる。

１）死体の冷却

直腸温及び脳や肝臓などの臓器温度の冷却

2）筋肉・組織の変化

（１）肉眼的変化：死後硬直、死斑、角膜混濁、皮層の乾燥など

（２）電気生理学的変化：電気刺激に対する筋肉の反応性の消退

（３）薬物に対する反応の変化：アトロピンによる散瞳など
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3）体液中の生化学成分の変化

血液や眼房水中の生化学成分の消長

これらの方法の中には､例えば、眼房水中のカリウムイオン濃度を測定する

方法(Coe,1989）などのように､特別な技術と機器を必要とするために検屍・

検案現場での利用が不可能な方法が数多くある。それに対して、直腸温i則定に

よる方法と筋肉･組織の肉眼的変化を利用する方法は簡便に利用できる方法で

ある。特に、直腸i局を用いた推定法は温度計さえあれば簡単に測定できること

から、最も広く研究され、また実際に利用されている。

３）直腸温を用いた死後経過時間推定法

死体の冷却に関する医学的研究は１９世紀半までさかのぼり、当初は直腸温

ではなく、I露Bの皮膚に温度計を密着させて死体温度が測定されていた(Iailor

andWilkes,1863)。その当時の研究によって失血死では体温降下が早いことや

縊死や窒息では降下が遅いことなどが明らかとされたが､死後経過時間推定に

は応用されていない｡その後､1868年にRajnyは直腸温の測定を行い死後経過

時間推定法に応用し､死後の比較的早い時間に観察される死体温度のプラトー

について記述するとともに死後経過時間推定には複数回の直腸温測定が必要

であることを述べているqRainy;1868)。それ以来、今回用いた５つの方法を

含めた数多くの直腸温を用いた死後経過時間推定法が考案されている。

直腸温を用いた推定法は１回測定による方法と、時間をおいて複数回測定す

る方法がある｡複数回測定では死体の置かれたそれぞれの環境における体温降

下度を測定するために１回測定に比べるとその推定精度は理論的には上昇す

ることが期待できる。しかし、特別な事例を除いて、通常の検屍･検案現場で

は複数回の測定を実行することは極めて困難であり、１回測定による方法を用

いて推定することが一般的である。

一方、死体の冷却は以下に示す様に熱の対流､放射､伝導の三大作用に影響

を及ぼす数多くの要因によって影響を受ける。

１）周囲の環境:周囲の温度、湿度、気流は死体からの熱放出に大きく影響す

る。また､室内などではストーブやこたつなどの暖房やクーラーなどの冷房
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の有無に注意する必要がある。さらに､水中や土中の死体は空気中の場合よ

り冷却速度は早い。

2）着衣の状況:着衣や布団などが多いほど冷却速度は遅く沖雨などによる湿

潤状態の場合は早い。

3）体格、性別：肥満している死体では痩せている死体より冷却速度は遅い。

皮下脂肪の厚さも影響する。また､一般的に女性より男性が､成人より小児

の死体の方が冷却速度は速い。

4）死因：頭部外傷､脳卒中、日射病、熱射病、肺炎、敗血症、その他の熱性

疾患､催眠薬中毒､破傷風、ストリキニーネ中毒などでは､死戦期に体温が

上昇し、死後も上昇を続けることがある。

従って、直腸温に加えて環境温度や着衣の状況､死体の体重や体格などを細

かく観察してそれらのデータを加えればより正確に推定することが期待でき

る。

今回用いた５つの方法では赤石によるFiddes変法を除き､全て環境温度を加

味した方法であり、またHenssgeのノモグラム法はさらに死体の体重を加味し

たものである。しかし、５つの方法によって得られた推定値と実測値との相関

係数は０８前後であり大きな相違はなかった。なお、今回のHenssgeのノモグ

ラム法では実際の体重ではなく推定体重し力年１１用できなかったが､推定値と実

際値の相関係数は082で最も大きく、体重計が利用できない検屍･検案の現場

であっても十分に利用できることが示された。ただし、本来のHenssgeのノモ

グラム法qIenssge,1988）は着衣の種類と厚さ、その耐閏状態および死体周囲

の風速を加味した補正係数を設定して推定するものであり、それらを用いれば

さらに相関が高くなる可能性がある。

４）その他の早期死体現象（死後変化）の推移

死体の冷却以外の早期死体現象である死後硬直､死斑及び角膜混濁は死体の

冷却と同様に死後経過時間推定に有用である。ただし、それらの死後変化の出

現には大きな幅がある。

報告者によって異なるが、死後硬直の出現は死後30分から７時間、最強に
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なる時間は２時間から20時間の幅があるqlenssgeetal,1995)。また、同様に

死斑も１５分から３時間で出現しはじめ、３時間～１６時間で最強となる。指圧

によって消退・移動する期間には１時間～２０時間の大きな幅があり、その間

で容易に完全に消退・移動する時期は死後２時間から６時間、部分的に消退・

移動する時期は４時間～24時間の報告があるGIenssgeetal,1995)。次いで、

角膜混濁は死後数時間で出現し始め、半日～１日で鋤舶勺に半ば混濁し、１日

半～２日で強く混濁して瞳孔を見ることができなくなる（Akaishi,1967)。

本研究ではそれらの死後変化の程度をスコア化して死後経過時間との関係

を明らかにした。その結果、死後硬直については、未出現（スコア１）は死後

6時間までに分布し、部分的な出現（スコア２）は1～12時間、全関節での出

現（スコア３）は2～24時間に分布し、死後経過時間に伴ってスコアは大きく

なる傾向が認められたが､スコアが大きいほど広い死後経過時間幅に分布して

いた。これらの結果は前記したこれまでの報告とほぼ同様であり、それらを裏

付けるものであった｡死後硬直は環境温度が高いほど早く出現し、また早く緩

解する。また､死亡直前の激しい運動などで体温が上昇している場合も同様で

ある。筋肉の発達の良い人では強く、長く続く。一方､幼弱者や衰弱者、女子

では弱く持続も短い。このような数多くの要因によって硬直の出現･進行がそ

れぞれの死体で異なることが幅広い分布の原因であるが､それらの詳細につい

て今回は検討していない。

死斑も死後硬直と同様の傾向を示し、スコア１は死後約４時間まで、スコア

２は15分～１２時間、スコア３は2～21時間、スコア４は2～24時間の幅広い

範囲に認められた｡死斑の出現及び指圧による消退の程度が死後の幅広い範囲

で観察される原因としては､死体の血液員や血液の流動'性を左右する要因が影

響している。特に､急死や窒息死の場合では死体血液の流動性はより強くなる

ので血管内での移動が容易となって早くかつ強く出現する。

角膜混濁ではスコア１（混濁なし）は15分～18時間、スコア２０軽度混濁）

は1～２４時間であり、極めて広い死後経過時間の範囲に分布していた。また、

スコア３（中程度混濁）は死後経過時間10～２４時間の６例のみであり、スコ

ア４の事例はなかった｡角膜混濁も環境温度や湿度に大きく左右され冬季より

も夏期のほうが早く出現し､また閉眼より開眼状態のほうが早く出現「すると言
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われている（Akaishi,1967)。また、角膜混濁の機序としては角膜中の含水量や

ムコ多糖類が関与していることなどが報告されているが（IbunenariandKanda，

1977)、死後経過時間に伴う角膜混濁の経時的変化については詳しく研究され

ていない。

以上､死後硬直､死斑及び角膜混濁はいずれも死後経過時間に伴って変動す

るが、それらを死後経過時間推定に単独で利用することは不可能であり、直腸

温による推定後､それらの死後変化が直腸温によって得られた推定値と比べて

妥当なものであるかを確認する程度の利用が行われているのみである。

５）直腸温とその他の早期死体現象（死後変化）を用いた重回帰分析による死

後経過時間推定法

本研究ではこれらの直腸温以外の死後変化を直腸温と同様に死後経過時間

推定に用いる試みとして重回帰分析を用いた。その結果､実際と推定の死後経

過時間との重相関係数は089となり､直腸温のみを用いた推定よりも僅かでは

あるが相関性の高い方法として実際の異状死体の検屍に利用できるものであ

った。

死後経過時間の推定は死体が持っている数多くの情報を用いて詳細に推定

することが理想的ではあるが､実務的にはその犯罪性や民事怯的な重要性に従

ってその方法は異なっているのが現状であり、大部分の異状死体では直腸温の

みを用いる簡便な推定法が用いられている｡直腸温と直腸温以外の死後変化を

スコア化して用いる本法は実際の異状死体の検屍・検案に有用なものである。

一方､死後経過時間をより正確に推定するための研究は数多く行われており、

殺人事件などのように死亡H該Ｉが極めて重要な場合には法医学者によって詳

しく検討されるべきものである。その中で､Henssgeのノモグラム法(Henssge，

1988）は直腸温､環境温度及び死体体重を測定して補正因子として着衣の状態

や風速を加味した優れた方法である。さらに最新の方法として、Henssgeら

は"CompomdmeIhod?,と名づけた推定法を提ﾛ昌し､Henssgeのノモグラム法に加

えて死後硬直、死斑､筋肉の機械的束臘に対する反応性、筋肉の電気的束臘に

対する反応性およびatlopine、tlDpicamide、acetylcholineに対する瞳孔の反応性

を用いる方法を報告している（HenssgeetaL2000)。直腸温以外の死後変化の
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うち、死後の筋肉の機械的､化学的､電気的反応性の変化MldeaandHenssge，

1990）は特殊な技術と機器が必要であり実際の検屍.検案の現場で誰でもが利

用することは不可能である｡また､眼房水や脳脊髄液の電解質変化(Coe,1989、

Madeaetal,1994）なども死後経過時間推定のための有用な』|青報源ではあるが、

同様の理由で実際の検屍・検案への応用は極めて困難である。

今回の研究で得られた死後経過時間推定式は､熊本県下で発生した異状死体

のデータを用いて導き出されたものであり、理論的にはデータを得た地域での

み有効なものである。そのような限界はあるものの、本法は簡便であり、主と

して警察医によって実施される犯罪性の疑いが少ない検屍･検案において十分

に利用できるものである。
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第５章

結語

死体の死後経過時間推定は法医学の重要な研究テーマの一つであり、早期死

体現象（死後変化）などを利用してより正確に、且つ、より簡便に推定するた

めの研究が数多く行われてきた。より正確に推定するためには死後経過時間に

関連する全ての早期死体現象(死後変化）とそれらに影響を及ぼすと考えられ

る全ての要因を組み入れた方法が究極の推定法である｡現時点における最も正

確に推定できる方法としては､Henssgeらの"compomdmethod”qIenssgeetal，

2000)と思われるが､推定のためには専用機器や特殊な薬物などが必要であり、

被疑者不詳の殺人事件などの場合で限られた法医学の専門家のみが利用でき

るものである。

一方､死後経過時間推定の重要性はそのような刑事事件ばかりでなく、一般

警察医が行う異状死体の検屍･検案においても基本的には変わらない｡例えば、

死亡推定時刻が僅かに数時間早かったために加入から死亡までの期間が１年

満たなかったために死亡保険金が支給されないような場合も十分に考えられ

る。異状死体の検屍･検案を行う検案医(警察医）は法医学の専門家ではない

が、作成する死亡診断書(死体検案割に関する全ての責任を負っている。し

かし、警察医にとってHenssgeらの“compomdmethod，，（Henssgeetal,2000）

を用いることは不可能であり、簡便な方法を利用せざるを得ない。

本研究は一般の警察医が簡便に利用できる方法として､従来はそれぞれの警

察医が直腸温とは別個の“おおまかな物差し''として利用していた直腸温以外

の早期死体現象（死後変化）である死後硬直､死斑及び角膜混濁の程度を組み

入れた新しい死後経過時間の推定法を示した。

本研究の成果は一般警察医が行う異状死体の検屍･検案に十分に応用できる

ものではあるが、さらに正確性を高めた簡便な方法を考案する必要がある。そ

のための方法としては、本法では使用しなかった、早期死体現象（死後変化）
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に影響を及ぼすその他の要因を推定式に組み入れることも必要である｡それら

の要因としては環境温度、環境湿度、死者の身長、死者の肥満度指標としての

腹囲および体容積率などが利用できる可能性がある。

このような研究自体は動物実験でも可能ではあるが､今回の研究のような実

際の異状死体（ヒト）を対象とした研究でなければ検屍･検案へは応用できな

い｡今後とも警察医活動を通してこのような研究を地道に継続していかなけれ

ぱならないものである。
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